
日
本
文
芸
学
会
創
立
六
〇
周
年
記
念
第
五
九
回
全
国
大
会
次
第

第
一
日

二
〇
二
三
年
六
月
二
三
日
（
金
）
午
後
二
時
四
〇
分
時
開
始
（
大
会
受
付

午
後
二
時
〜
）
八
号
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

会
場
校
挨
拶
（
午
後
二
時
四
〇
分
〜
五
〇
分
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長

荒

井

真

開
会
の
辞
（
午
後
二
時
五
〇
分
〜
三
時
）

日
本
文
芸
学
会
代
表
理
事

山

口

直

孝

特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」
第
一
部

基
調
講
演
（
午
後
三
時
〜
四
時
三
〇
分
）

二
一
世
紀
に
読
み
直
す
漱
石
文
学

│
│
資
本
主
義
・
国
家
・
戦
争
│
│

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
和
光
学
園
理
事
長

小

森

陽

一

※
基
調
講
演
は
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会
の
協
賛
行
事
と
な
り
ま
す
。

※
開
会
に
先
立
ち
、
理
事
会
を
開
催
し
ま
す
（
午
後
一
時
〜
二
時
、
八
号
館
大
会
議
室
）

第
二
日

二
〇
二
三
年
六
月
二
四
日
（
土
）
午
前
一
〇
時
開
始
（
大
会
受
付

午
前
九
時
三
〇
分
〜
）
八
号
館

研
究
発
表
（
午
前
一
〇
時
〜
午
後
〇
時
一
〇
分
）
第
一
会
場

八
号
館
八
二
〇
七
教
室

三
島
由
紀
夫
『
獅
子
』
論
│
│
繁
子
の
生
命
意
志
と
悲
劇
精
神
│
│

西
安
交
通
大
学
大
学
院

胡

莉

蓉

大
江
健
三
郎
『
飼
育
』
論
│
│
人
間
の
動
物
化
と
身
体
的
な
傷
│
│

西
安
交
通
大
学
大
学
院

白

麗

雲

大
江
健
三
郎
『
み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』
論

│
│
「
天
皇
制
」
か
ら
の
脱
却
と
「
母
性
原
理
」
へ
の
転
換
│
│

西
安
交
通
大
学
外
国
語
学
院

陳

汝

倩

特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」
第
二
部

研
究
発
表
（
午
前
一
〇
時
〜
午
後
〇
時
一
〇
分
）
第
二
会
場

八
号
館
八
二
〇
六
教
室

夏
目
漱
石
『
文
鳥
』
の
女
性
観

西
安
交
通
大
学
大
学
院

郭

中
国
に
お
け
る
夏
目
漱
石
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
の
受
容
研
究

│
│
時
空
を
超
え
た
「
見
る
」
と
「
見
ら
れ
る
」
│
│

西
安
交
通
大
学
大
学
院

張

倩

谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
に
お
け
る
反
漱
石
の
志
向

│
│
「
悪
魔
」「
悪
魔
（
続
編
）」
を
補
助
線
と
し
て
│
│

愛
知
県
立
津
島
東
高
等
学
校
教
諭

福

田

博

則

総
会
（
午
後
一
時
二
〇
分
〜
午
後
二
時
）
八
号
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」
第
三
部

八
号
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
午
後
二
時
一
〇
分
〜
午
後
五
時
三
〇
分
）

夏
目
漱
石
と
「
左
国
史
漢
」

久
留
米
大
学

藤

本

晃

嗣

「
坊
っ
ち
や
ん
」
論
考

│
│
中
学
校
と
師
範
学
校
、
帝
国
大
学
と
高
等
師
範
学
校
の
関
係
に
着
目
し
て
│
│

常
磐
会
学
園
大
学

宮

薗

美

佳

漱
石
後
期
作
品
か
ら
探
る
現
代
へ
の
示
唆

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

金

戸

清

高

司
会
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト：

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

佐

藤

裕

子

閉
会
の
辞

日
本
文
芸
学
会
常
任
理
事

外

村

彰

第
三
日

二
〇
二
三
年
六
月
二
五
日
（
日
）

神
奈
川
文
学
踏
査
（
事
務
局
で
資
料
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
各
自
で
ご
踏
査
く
だ
さ
い
）



日
本
文
芸
学
会
創
立
六
〇
周
年
記
念
第
五
九
回
全
国
大
会

講
演
・
研
究
発
表
要
旨

特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」

夏
目
漱
石
は
、
日
本
近
代
文
芸
に
お
い
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
作
家
で
あ
り
、
多
く
の
読
者
に
支
持
さ
れ
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
漢
文
学
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
親
し
み
、「
文
学
」
の
普
遍
性
を
模
索
し
な
が
ら
書
き
継
が
れ
た
創
作
は
、

二
律
背
反
的
な
状
況
に
置
か
れ
た
個
人
の
葛
藤
を
と
ら
え
た
も
の
で
し
た
。
一
世
紀
以
上
を
経
た
現
在
も
、
共
感
を
寄
せ
る

読
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
生
活
水
準
は
上
が
り
、
物
質
的
な
豊
か
さ
を
人
々
は
手
に
入
れ
ま
し
た
。
一
方
で
階
級
格
差
が
広

が
り
、
国
家
民
族
間
の
対
立
が
深
ま
る
事
態
に
も
、
私
た
ち
は
直
面
し
て
い
ま
す
。
資
本
主
義
の
拡
大
再
生
産
の
論
理
は
、

人
が
自
足
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
不
断
の
移
動
と
さ
ら
な
る
労
働
と
を
求
め
、
ま
た
対
立
を
生
み
出
す
要
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
漱
石
が
今
な
お
読
ま
れ
る
理
由
は
、
作
家
の
生
き
た
時
代
と
現
代
と
の
同
質
性
に
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」
は
、
今
日
的
状
況
か
ら
漱
石
の
仕
事
を
と
ら
え
直
す
試
み
で
す
。
近
世
か
ら
近
代
の

時
代
を
生
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
や
中
国
朝
鮮
旅
行
を
通
じ
て
異
文
化
に
触
れ
た
漱
石
が
何
を
ど
う
と
ら
え
、
表
現
し
た
か
、

改
め
て
検
証
し
ま
す
。
価
値
観
の
急
激
な
変
容
の
中
で
個
人
が
孤
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
に
直
面
し
た
書
き
手
の
模
索

を
た
ど
り
、
創
作
の
源
泉
や
モ
チ
ー
フ
に
迫
る
こ
と
を
通
じ
て
、
現
在
を
対
象
化
す
る
手
が
か
り
を
得
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
六
月
二
三
日
（
金
）》

基
調
講
演
（
特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」
第
一
部
）

二
一
世
紀
に
読
み
直
す
漱
石
文
学

│
資
本
主
義
・
国
家
・
戦
争
│

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
和
光
学
園
理
事
長

小
森

陽
一

漱
石
夏
目
金
之
助
が
生
ま
れ
た
の
は
一
八
六
七
年
一
月
五
日
。
翌
年
塩
原
昌
之
助
の
養
子
と
な
る
。
幕
府
軍
と
討
幕
派
と

の
内
戦
と
し
て
の
戊
辰
戦
争
の
只
中
で
あ
っ
た
。
養
父
母
の
不
仲
で
夏
目
家
に
帰
る
の
が
一
八
七
六
年
。
こ
の
年
の
一
〇
月

末
に
熊
本
で
神
風
連
の
乱
、
福
岡
で
秋
月
の
乱
、
山
口
で
は
萩
の
乱
が
発
生
し
、
翌
年
一
月
に
は
西
南
戦
争
と
、
士
族
反
乱

が
連
続
す
る
。
新
し
い
国
家
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
旧
支
配
階
級
の
内
戦
の
時
代
で
あ
っ
た
。

大
学
予
備
門
か
ら
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
進
学
し
て
、
正
岡
子
規
と
の
文
学
的
友
情
を
深
め
一
八
九
三
年
卒
業
す
る
。
翌

年
五
月
の
朝
鮮
に
お
け
る
甲
午
農
民
戦
争
へ
の
日
本
軍
の
出
兵
を
契
機
と
し
て
、
八
月
に
日
清
戦
争
開
戦
、
学
生
は
徴
兵
対

象
で
は
な
か
っ
た
が
、
卒
業
す
る
と
徴
兵
さ
れ
る
。
こ
の
時
は
徴
兵
制
の
対
象
地
域
に
唯
一
な
っ
て
い
な
か
っ
た
北
海
道

に
、
戸
籍
を
移
す
こ
と
に
な
る
。
岩
内
町
役
場
に
は
、
今
で
も
「
夏
目
漱
石
本
籍
地
」
の
石
碑
が
あ
る
。

日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
大
日
本
帝
国
は
、
清
国
か
ら
莫
大
な
戦
争
賠
償
金
を
獲
得
し
、「
三
国
干
渉
」
の
中
心
と
な
っ
た

ロ
シ
ア
に
対
す
る
戦
争
準
備
の
た
め
、
軍
需
産
業
を
中
心
と
し
た
資
金
投
入
が
国
家
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

『
こ
ゝ
ろ
』
の
「
先
生
」
が
上
京
す
る
の
は
こ
の
頃
で
あ
り
、「
利
子
の
半
分
」
で
生
活
が
出
来
た
の
は
、
日
清
戦
後
好
景
気

の
た
め
で
あ
っ
た
。
夏
目
金
之
助
が
一
九
〇
〇
年
九
月
に
文
部
省
第
一
回
官
費
留
学
生
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
出
来
た
の

も
、
戦
争
賠
償
金
が
文
教
予
算
に
ま
で
ま
わ
っ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

帰
国
後
第
一
高
等
学
校
兼
東
京
帝
国
大
学
講
師
と
な
り
、
日
露
戦
争
二
年
目
の
一
九
〇
五
年
一
月
、
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
に
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
発
表
す
る
。
一
月
一
日
旅
順
戦
で
ス
テ
ッ
セ
ル
が
降
伏
し
た
。『
猫
』
の
第
二
回
に
は

「
旅
順
が
落
ち
た
の
で
市
中
は
大
変
な
景
気
で
す
よ
」
と
寒
月
君
は
苦
沙
弥
先
生
を
祝
勝
会
に
誘
っ
て
い
る
。

『
三
四
郎
』
冒
頭
の
汽
車
の
中
の
場
面
に
は
、
日
露
戦
争
で
息
子
を
喪
っ
た
父
親
が
登
場
す
る
。
金
之
助
の
か
つ
て
の
勤

務
先
だ
っ
た
第
五
高
等
学
校
の
学
生
だ
っ
た
三
四
郎
は
徴
兵
を
ま
ぬ
か
れ
て
い
る
。『
そ
れ
か
ら
』
の
長
井
得
は
、
日
清
日

露
の
二
つ
の
戦
争
で
財
産
を
築
い
た
資
本
家
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
御
米
と
の
恋
愛
事
件
で
、
京
都
帝
国
大
学
を
退
学

し
た
『
門
』
の
主
人
公
宗
助
は
、
日
露
戦
争
の
軍
事
拠
点
で
あ
っ
た
広
島
で
結
婚
生
活
を
始
め
て
い
る
。
前
期
三
部
作
の
背

後
で
は
、
戦
争
資
本
主
義
が
う
ご
め
い
て
い
る
。

『
彼
岸
過
迄
』
で
は
、
軍
の
「
主
計
官
」
と
結
び
つ
い
た
資
本
家
一
家
が
中
心
と
な
る
な
ど
、
漱
石
の
作
中
人
物
た
ち
の

運
命
は
、
戦
争
を
遂
行
す
る
近
代
資
本
主
義
国
家
と
し
て
の
大
日
本
帝
国
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
政
治
の
在
り
方
と
不
可

分
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

│
２
│



《
六
月
二
四
日
（
土
）》

研
究
発
表

第
一
会
場

三
島
由
紀
夫
『
獅
子
』
論

│
繁
子
の
生
命
意
志
と
悲
劇
精
神
│

西
安
交
通
大
学
大
学
院

胡

莉
蓉

『
獅
子
』（『
序
曲
』
一
九
四
八
年
十
二
月
）
は
、
三
島
が
戦
後
の
時
代
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
時
期
に
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス

の
悲
劇
作
品
「
メ
ー
デ
ア
」
を
忠
実
に
翻
案
し
な
が
ら
、「
み
ご
と
に
日
本
化
」（「
解
説
」『
日
本
の
文
学：

三
島
由
紀
夫
』

一
九
六
五
年
）
し
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
三
島
は
、
女
主
人
公
の
「
奇
矯
の
論
理
は
、
後
に
い
た
っ
て
、『
愛
の
渇
き
』
の

女
主
人
公
の
論
理
に
そ
の
自
我
の
積
極
面
を
、
戯
曲
『
聖
女
』『
夜
の
向
日
葵
』
の
女
主
人
公
に
そ
の
無
垢
に
し
て
絶
対
な

運
命
へ
の
献
身
の
面
を
、
貸
与
し
て
く
れ
た
」（「
あ
と
が
き
」『
三
島
由
紀
夫
作
品
集
４
』
一
九
五
三
年
）
と
自
作
解
説
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
「
時
代
へ
の
抵
抗
の
要
素
を
取
り
去
っ
」
て
読
め
ば
わ
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
（「
あ

と
が
き
」『
三
島
由
紀
夫
短
編
全
集
』
一
九
七
五
）
と
述
べ
た
。
で
は
、
現
実
に
お
い
て
女
性
を
軽
視
す
る
三
島
は
、
こ
れ

ら
の
女
主
人
公
の
〈
狂
的
〉
な
行
動
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
「
対
社
会
」
の
意
識
を
表
現
し
て
い
た
の
か
。『
獅
子
』
は

こ
の
問
い
に
答
え
る
上
で
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

鶴
田
欣
也
は
、『
獅
子
』
に
お
い
て
視
覚
化
さ
れ
た
「
バ
ラ
バ
ラ
し
た
」
人
物
像
に
着
目
し
、
作
品
の
古
典
的
な
形
式
を

評
価
し
つ
つ
、
繁
子
の
復
讐
に
実
感
が
足
り
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
や
は
り
、
戦
後
と
い
う
時
代
に
生
き
る
主
人
公
の

不
条
理
な
復
讐
行
為
に
こ
め
ら
れ
た
時
代
へ
の
抵
抗
の
意
味
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
田
中
美
代
子
は
、
繁
子
の

英
雄
へ
の
意
志
が
、「
男
性
を
も
凌
駕
す
る
お
そ
る
べ
き
女
性
の
情
念
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
た
点
」
に
、
時
代
精
神
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
鋭
く
指
摘
す
る
一
方
、
ア
イ
ゲ
ウ
ス
の
助
言
を
「
キ
リ
ス
ト
の
福
音
」
と
す
る
解
釈
を
示
す
が
、
宗
教
の
彼

岸
観
念
を
拒
絶
し
た
繁
子
の
悲
劇
へ
の
欲
望
を
さ
ら
に
問
題
に
し
な
い
。
ま
た
、
藤
田
佑
は
、
内
面
描
写
に
拒
否
さ
れ
た
繁

子
が
語
り
手
に
代
弁
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
女
の
最
後
の
肉
声
が
語
り
手
の
記
述
を
始
め
と
す
る
「
他
者
の
い
か
な
る
意
味
づ

け
」
へ
の
裏
切
り
だ
と
力
説
す
る
。
だ
が
、
三
人
称
小
説
の
中
に
、
登
場
人
物
の
内
部
活
動
と
語
り
手
の
代
弁
を
ど
の
程
度

区
別
で
き
る
か
は
疑
わ
し
い
し
、「
内
面
を
言
語
化
で
き
な
い
」
或
い
は
内
面
が
な
い
こ
と
こ
そ
、
近
代
理
性
を
相
対
化
す

る
繁
子
の
存
在
す
る
理
由
な
の
で
は
な
い
か
。
要
す
る
に
、
繁
子
は
鶴
田
氏
の
主
張
さ
れ
る
〈
一
貫
性
〉、
田
中
氏
の
言
わ

れ
る
〈
救
済
〉、
藤
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
〈
内
部
〉
を
逸
す
る
存
在
な
の
で
は
な
い
か
。

周
知
の
よ
う
に
、
三
島
は
ニ
ー
チ
ェ
を
愛
読
し
て
い
た
。
ニ
ー
チ
ェ
は
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
か
く
語
り
き
』
に
お
い
て

精
神
が
〈
駱
駝
〉、〈
獅
子
〉、〈
幼
子
〉
と
い
う
三
段
の
変
化
を
経
る
と
説
く
。
三
島
は
作
品
の
題
名
を
「
獅
子
」
に
す
る
の

は
、
原
作
や
繁
子
が
「
雌
獅
子
」
に
呼
ば
れ
る
シ
ー
ン
に
よ
る
と
想
定
で
き
る
が
、
繁
子
の
精
神
状
態
か
ら
見
れ
ば
ニ
ー
チ

ェ
の
精
神
説
と
の
関
係
も
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
ま
ず
繁
子
が
生
き
て
い
る
戦
後
日
本
の
無
秩
序
、
無
倫
理
の
社
会

現
実
を
確
認
し
、
そ
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
精
神
説
や
強
力
意
志
論
を
使
い
、
他
の
登
場
人
物
と
の
対
立
に
お
い
て
、
繁
子
の

愛
や
救
済
と
い
っ
た
観
念
に
抑
圧
さ
れ
る
〈
駱
駝
〉
の
よ
う
な
精
神
境
遇
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
繁
子
の
子
殺
し
及
び
寿

雄
と
の
対
決
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
が
求
め
る
「
高
度
の
安
寧
秩
序
」
は
『
愛
の
渇
き
』
に
お
い
て
の
悦
子
が

探
し
て
い
る
三
郎
「
以
上
の
も
の
」
に
通
底
し
、
そ
れ
は
日
常
の
倫
理
秩
序
を
超
越
す
る
ニ
ー
チ
ェ
式
の
生
命
倫
理
及
び
デ

ィ
オ
ニ
ソ
ス
の
悲
劇
精
神
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
。
そ
れ
は
三
島
の
戦
後
時
代
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
及
び
悲
劇
的
な
抵
抗
だ
と

も
言
え
よ
う
。
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大
江
健
三
郎
『
飼
育
』
論

│
人
間
の
動
物
化
と
身
体
的
な
傷
│

西
安
交
通
大
学
大
学
院

白

麗
雲

大
江
健
三
郎
短
篇
集
『
死
者
の
奢
り
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
五
八
年
三
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
七
つ
の
短
篇
は
、
ど
れ

も
様
々
な
動
物
が
登
場
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
動
物
化
や
身
体
的
な
傷
が
意
図
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
極
め
て
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
中
で
、
特
に
「
飼
育
」
は
、
犬
を
殺
す
『
奇
妙
な
仕
事
』
と
、
死
体
を
描
く
『
死
者
の
奢

り
』
と
も
異
質
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
作
品
の
舞
台
が
都
会
か
ら
谷
間
の
村
に
移
さ
れ
、
黒
人
兵
を
動
物
と
し

て
飼
育
し
た
り
、
書
記
の
義
肢
や
父
の
鉈
に
叩
き
つ
ぶ
さ
れ
た
「
僕
」
の
手
を
描
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
江
文
学

の
「
神
話
的
か
つ
民
話
的
な
構
造
」（『
大
江
健
三
郎
・
再
発
見
』、
二
〇
〇
一
年
）
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
発
表
当

時
、
江
藤
淳
は
「
空
か
ら
降
り
て
来
た
黒
人
兵
を
牛
の
よ
う
に
飼
い
、
彼
と
の
間
に
牧
歌
的
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
少
年

が
、
突
然
兵
士
の
虜
に
さ
れ
、
愛
す
る
《
牛
》
を
自
分
の
手
と
と
も
に
父
の
鉈
で
た
た
き
ぶ
さ
れ
る
話
」
で
、「
い
わ
ば
こ

の
作
品
の
な
か
で
「
戦
争
」
と
主
人
公
の
内
的
成
長
が
フ
ー
ガ
を
奏
し
て
、
そ
れ
が
父
の
鉈
の
一
閃
で
合
致
し
た
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。」
と
絶
賛
し
て
い
る
の
に
対
し
、
三
島
由
紀
夫
は
大
江
の
初
期
作
品
に
あ
る
動
物
の
視
点
か
ら
、
ま

っ
た
く
新
し
い
性
格
の
批
評＝

「
動
物
文
学
」（「
私
の
遍
歴
時
代
」、
一
九
八
九
年
）
を
提
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
研
究
界
に

お
い
て
は
、
長
い
間
『
飼
育
』
を
「
動
物
文
学
」
と
し
て
読
む
読
み
方
が
無
視
さ
れ
て
き
た
。
湾
岸
戦
争
が
勃
発
し
た
際
、

小
泉
首
相
を
中
心
と
す
る
日
本
政
府
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
幾
つ
も
の
国
が
そ
の
戦
争
を
支
持
し
た
国
際
情
勢
を
洞
察
し
、
大
江

は
「
私
ら
の
世
界
は
、
あ
ら
た
め
て
犬
と
オ
オ
カ
ミ
の
間
の
逆
行
の
時
に
あ
」
る
、
と
批
判
し
、
そ
の
上
「
小
説
は
、
犬
が

オ
オ
カ
ミ
に
返
る
時
、
人
間
も
文
化
の
積
み
重
ね
な
ど
は
む
な
し
く
、
逆
行
し
て
オ
オ
カ
ミ
に
ひ
と
し
く
な
る
、
そ
れ
が
戦

争
の
時
代
の
真
実
だ
と
語
る
の
で
す
。」（「
犬
と
オ
オ
カ
ミ
の
間
」、
二
〇
〇
四
）
と
発
言
し
た
。
こ
の
発
言
を
切
っ
掛
け

に
、
村
上
克
尚
は
『
奇
妙
な
仕
事
』
を
、「
人
間
と
動
物
の
あ
い
だ
に
潜
在
す
る
暴
力
的
関
係
を
露
出
さ
せ
」
て
、「
応
答
責

任
の
な
か
で
、《
人
間
》
と
《
動
物
》
の
既
成
の
境
界
線
を
問
い
直
す
よ
う
な
道
が
志
向
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
二
〇
〇

八
）
と
読
む
。
そ
れ
に
続
い
て
、『
飼
育
』
に
対
す
る
三
島
の
、「
黒
人
兵
に
向
け
ら
れ
る
『
人
間
の
奴
隷
化
や
殺
力
の
欲

望
』」
や
「
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
理
論
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
す
ぐ
さ
ま
美
学
的
な
次
元
に
昇
華
し
て
し
ま
っ
」
た

こ
と
を
批
判
し
た
上
、『
飼
育
』
は
「
言
葉
を
奪
わ
れ
、
殺
害
さ
れ
る
《
動
物
》
と
し
て
の
黒
人
兵
へ
の
倫
理
的
応
答
を
促

し
」、「《
全
き
他
者
》
の
受
容
を
問
い
か
け
る
物
語
」（
二
〇
一
〇
）
だ
、
と
い
う
新
た
な
読
み
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
見
解
は

大
江
文
学
の
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、『
飼
育
』
だ
け
で
は
な
く
、
大
江
の
初
期
作

品
（
主
に
短
篇
集
『
死
者
の
奢
り
』）
に
お
い
て
、「
人
間
の
動
物
化
」
と
、
登
場
人
物
に
動
物
の
名
前
を
付
け
る
モ
テ
ィ
ー

フ
と
の
相
関
関
係
、
人
間
の
動
物
化
と
文
明
の
逆
行
と
の
関
連
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
、
大
江
の
言
う
「
犬
が
オ
オ
カ
ミ
に

返
る
時
」
の
真
意
は
究
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
従
っ
て
、
本
発
表
は
、
黒
人
兵
の
動
物
化
、
身
体
的
な
傷
、
書
記
や

黒
人
兵
の
死
と
「
僕
」
の
再
生
、
と
い
う
問
題
を
切
り
口
に
し
て
、
人
間
と
動
物
の
境
界
線
を
曖
昧
に
す
る
「
戦
争
の
時
代

の
真
実
」
を
検
討
し
て
い
く
。

│
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大
江
健
三
郎
『
み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』
論

│
「
天
皇
制
」
か
ら
の
脱
却
と
「
母
性
原
理
」
へ
の
転
換
│

西
安
交
通
大
学
外
国
語
学
院

陳

汝
倩

『
み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』（『
群
像
』
一
九
七
一
・
一
〇
）
は
、
大
江
健
三
郎
が
『
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
』

（『
文
学
界
』
一
九
六
一
・
一
）
で
「
純
粋
天
皇
」
の
問
題
を
提
出
し
て
以
来
、
一
〇
年
ぶ
り
に
「
天
皇
制
」
の
問
題
を
再
追

究
し
た
小
説
で
あ
る
。
大
江
は
「
僕
は
ま
さ
に
三
島
の
自
決
の
翌
年
に
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
よ
う
に
し
て
書
い
た
の
で
し

た
。
自
分
に
と
っ
て
天
皇
制
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
現
に
ど
う
で
あ
る
か
を
正
直
に
書
い
て
、
三
島
事
件
に
お

け
る
三
島
の
天
皇
観
・
国
家
観
は
、
本
当
に
か
れ
の
そ
う
信
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
問
い
た
い
、
と
い
う
の
が
動
機
で
し

た
。」（「
少
年
の
魂
に
刻
印
さ
れ
た
…
…
」）
と
告
白
し
て
い
る
が
、
二
人
の
天
皇
観
は
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
大
江
と
三
島
は
「
政
治
的
立
場
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
二
人
が
煮
詰
め
て
い
っ
た
問
題
と
は
、
天
皇
を
支
え
る
心
性
の

な
か
に
見
ら
れ
る
最
終
的
な
情
念
の
形
態
と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
そ
の
純
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
両
者
は
き
わ

め
て
接
近
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
き
な
ち
が
い
は
た
だ
一
点
、
大
江
が
『
美
学
』
へ
の
志
向
を
遠
ざ
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。」（
小
林
敏
明
「
想
像
さ
れ
る
〈
父
〉
と
そ
の
想
像
的
殺
害
」）
と
い
う
見
解
も
あ
る
が
、
両
者
の
「
大
き
な
ち
が
い
」

は
「
大
江
が
『
美
学
』
へ
の
志
向
を
遠
ざ
け
て
い
る
」
と
い
う
論
の
帰
結
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
篠
原
茂
は
「『
あ
の
人
』

を
仲
介
と
し
て
天
皇
制
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
が
、
三
島
由
紀
夫
の
自
殺
と
無
関
係
で
は
な
」
く
、「
純
粋
天

皇
」
と
い
う
言
葉
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。」（『
大
江
健
三
郎
文
学
事
典
』）
と
い
う
の
に
対
し
、
一
條
孝
夫
は

「「
あ
の
人
」
と
「
か
れ
」
の
狂
気
（
天
皇
制
へ
の
固
執
）
は
、
い
ず
れ
も
日
本
人
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
態
度
が
変
わ
っ

て
く
る
」
に
違
い
な
い
と
い
う
、
母
の
持
続
的
な
批
判
者
の
眼
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
作
者
は
狂
気
の

内
側
か
ら
描
く
こ
と
が
狂
者
の
独
白
に
終
始
す
る
危
険
を
さ
け
る
た
め
、
表
現
の
仕
掛
け
を
工
夫
し
て
い
る
。「
遺
言
代
執

行
人
」
と
呼
ば
れ
る
妻
の
筆
記
と
、《

》
に
く
み
こ
ま
れ
る
妻
・「
か
れ
」・
母
の
言
葉
と
の
二
重
構
造
が
そ
れ
だ
が
、
内

容
的
に
は
地
続
き
の
記
述
で
あ
る
た
め
、
意
図
通
り
に
成
功
し
て
い
な
い
。」（『
大
江
健
三
郎

そ
の
文
学
と
背
景
』）
と
指

摘
す
る
。
こ
こ
で
、
篠
原
、
一
條
は
と
も
に
「
あ
の
人
」
に
注
目
し
、「
天
皇
制
」
の
問
題
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

「
天
皇
制
」
の
問
題
と
「
母
性
原
理
」
と
の
相
関
性
に
関
し
て
は
、
両
者
と
も
見
逃
し
て
い
る
。
即
ち
「
妻
の
筆
記
と
、《

》

に
く
み
こ
ま
れ
る
妻
・「
か
れ
」・
母
の
言
葉
と
の
二
重
構
造
」
は
「
天
皇
制
」
か
ら
「
母
性
原
理
」
へ
の
転
換
を
示
唆
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
か
れ
」
は
母
の
こ
と
ば
に
「
天
皇
制
」
に
よ
る
狂
気
状
態
か
ら
癒
さ

れ
た
。
以
上
の
問
題
を
踏
ま
え
、
本
論
文
は
ラ
カ
ン
の
精
神
分
析
の
原
理
を
生
か
し
て
、（
１
）
語
り
の
二
重
構
造：

精
神

分
析
家
に
よ
る
狂
者
の
精
神
分
析
治
療
（
２
）
症
状
の
形
成：

「
あ
の
人
」
と
母
親
と
の
同
一
化
（
３
）
症
状
の
表
象：

時

代
の
ト
ラ
ウ
マ
（
４
）
症
状
の
解
消：

「
天
皇
制
」
か
ら
の
脱
出
と
母
の
救
済
、
以
上
の
四
つ
の
視
点
か
ら
「
天
皇
制
」
か

ら
の
脱
却
と
「
母
性
原
理
」
へ
の
転
換
を
検
討
し
た
い
。
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研
究
発
表

第
二
会
場
（
特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」
第
二
部
）

夏
目
漱
石
『
文
鳥
』
の
女
性
観

西
安
交
通
大
学
大
学
院

郭

夏
目
漱
石
『
文
鳥
』
は
「
大
阪
朝
日
新
聞
」（
一
九
〇
八
）
に
掲
載
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
転
載
さ
れ

た
短
編
小
説
で
あ
る
。「
僕
」
は
知
人
の
三
重
吉
の
勧
め
で
、
真
っ
白
で
綺
麗
な
文
鳥
を
飼
い
始
め
た
が
、
世
話
を
怠
っ
た

の
で
文
鳥
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
。
夏
目
漱
石
は
『
文
鳥
』
に
写
生
的
な
手
法
で
大
人
し
く
て
可
愛
く
、「
何
だ
か
淡
雪
の

精
の
よ
う
な
」（「
漱
石
全
集
」
第
一
二
巻
、
一
九
九
四
）
生
き
て
い
る
文
鳥
の
姿
と
死
ん
だ
後
の
可
哀
想
な
文
鳥
の
姿
を
細

か
く
描
写
し
て
い
る
が
、
叙
情
的
で
ロ
マ
ン
的
な
想
像
と
う
ま
く
合
わ
せ
て
自
ら
の
繊
細
な
愛
憎
感
情
も
見
事
に
表
し
て
い

る
。
先
行
研
究
で
は
、「
文
鳥
」
と
女
の
関
連
性
に
関
し
て
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
⑴
、「
文
鳥
」
を
通
し
て
表
さ
れ
て

い
る
漱
石
の
女
性
観
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
小
森
陽
一
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
の
視
点
か
ら
夏
目
漱
石
の
一
系
列

の
作
品
を
対
象
と
し
て
、
漱
石
の
女
性
観
を
考
察
し
た
⑵
が
、
そ
こ
で
も
『
文
鳥
』
は
見
逃
さ
れ
て
い
る
。
長
編
の
合
間
に

挟
ま
れ
た
短
編
だ
け
で
は
な
く
、『
文
鳥
』
に
登
場
し
た
女
性
に
関
す
る
描
写
は
少
な
く
、
完
全
な
女
性
像
を
把
握
し
に
く

い
の
が
、
主
な
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
作
品
で
、
女
性
を
文
鳥
に
喩
え
て
、
そ
の
悲
し
い
一
生
を
描
い
て
い
る

の
は
何
故
な
の
か
。『
文
鳥
』
に
お
け
る
女
性
像
を
通
し
て
、
漱
石
の
女
性
観
を
見
て
い
き
た
い
。

人
気
の
舶
来
の
鳥
類
に
比
べ
た
ら
、
文
鳥
は
生
粋
の
ア
ジ
ア
の
鳥
で
、
珍
し
い
品
種
で
も
な
い
。
漱
石
は
女
性
を
生
粋
の

文
鳥
に
喩
え
る
の
は
、
伝
統
的
な
ア
ジ
ア
女
性
、
更
に
日
本
伝
統
女
性
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
文
に
よ
る
と
、

文
鳥
は
目
も
羽
も
「
綺
麗
」
で
、
美
し
い
姿
で
あ
る
。「
僕
」
の
う
っ
か
り
で
何
回
も
「
餌
壺
が
粟
の
殻
だ
け
に
な
っ
て
い

た
」「
籠
の
底
が
糞
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
」。「
狭
い
空
間
」
に
対
し
て
も
、「
僕
」
の
無
関
心
に
対
し
て
も
、
文
鳥
は

「
い
っ
こ
う
不
平
ら
し
い
顔
も
し
な
か
っ
た
」、「
そ
の
様
子
が
な
か
な
か
無
邪
気
で
あ
る
」。
そ
し
て
、「
僕
」
は
餌
壺
を
籠

に
入
れ
る
時
、
文
鳥
を
飛
び
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
「
左
の
手
で
開
い
た
口
を
す
ぐ
塞
い
だ
」
が
、
文
鳥
は
「
人
の
隙
を
窺
っ

て
逃
げ
る
よ
う
な
鳥
と
も
見
え
な
い
」。
三
重
吉
は
文
鳥
が
馴
れ
る
と
千
代
と
鳴
く
と
言
っ
た
が
、
た
だ
二
日
間
だ
け
で
、

文
鳥
は
「
た
ち
ま
ち
千
代
千
代
と
二
声
鳴
い
た
」。
そ
う
い
う
描
写
を
通
し
て
、
文
鳥
が
比
喩
し
た
女
性
の
や
さ
し
さ
、
無

邪
気
と
忠
実
を
描
い
て
い
る
。
漱
石
の
肯
定
的
な
女
性
観
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
自
由
を
奪
わ
れ
た

文
鳥
が
や
さ
し
す
ぎ
て
、
劣
悪
な
環
境
や
理
不
尽
な
待
遇
な
ど
困
難
な
現
実
を
前
に
し
て
、
気
が
弱
く
て
、
自
立
性
も
な
い

否
定
的
な
女
性
観
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
僕
」
が
文
鳥
の
世
話
を
疎
か
に
し
た
た
め
に
文
鳥
が
死
ん
だ
こ
と
が
、
自

立
し
な
い
女
性
の
他
者
依
存
の
問
題
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
漱
石
が
新
旧
時
代
交
錯
時
の
伝
統
女
性
の
文
鳥

の
よ
う
な
保
守
的
、
弱
気
で
あ
る
面
を
明
ら
か
に
否
定
し
、
新
時
代
女
性
は
自
己
意
識
が
覚
め
て
、
西
洋
女
性
の
よ
う
に
自

立
し
て
大
胆
に
自
由
を
求
め
る
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
維
新
の
後
、
一
八
八
六
年
日
本
全
国
で
女
学
校
が
た
く
さ
ん
で
き
、
一
夫
一
妻
制
が
要
求
さ
れ
、
廃
娼
運
動
も
激
し

く
行
わ
れ
た
。
色
々
な
女
性
運
動
は
旧
時
代
の
女
性
た
ち
を
女
性
蔑
視
や
封
建
束
縛
の
状
況
か
ら
変
え
よ
う
と
し
て
、
男
女

平
等
、
女
性
自
立
の
社
会
風
潮
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
東
西
の
文
化
が
衝
突
し
た
明
治
時
代
の
日
本
に
生
き
た
漱
石

は
知
識
人
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
女
性
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
人
生
態
度
を
取
る
べ
き
か
、「
文
鳥
」
を
通

し
て
表
し
て
い
た
。
本
研
究
で
は
、
テ
キ
ス
ト
分
析
方
法
で
、
社
会
の
歴
史
事
実
と
漱
石
の
個
人
履
歴
を
合
わ
せ
て
、
漱
石

の
伝
統
的
な
日
本
風
の
綺
麗
が
あ
る
一
方
で
、
独
立
な
個
性
が
あ
り
、
勇
敢
に
自
由
を
求
め
る
現
代
的
、
西
洋
的
な
女
性
観

を
検
討
し
た
い
。

注
⑴

内
田
道
雄
「
漱
石
の
作
品
│
│
『
四
篇
』
を
中
心
に
│
│
」（「
古
典
と
近
代
文
学
」
一
九
七
七
）、
亀
井
雅
司
「『
文
鳥
』
の
時

間
」（「
叙
説
」
一
九
八
二
）、
西
槇
偉
『
響
き
合
う
テ
キ
ス
ト

豊
子
愷
と
漱
石
、
ハ
ー
ン
』（「
日
本
研
究：

国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
二
〇
〇
六
）、
島
本
彩
「
菫
程
な
小
さ
な
〈
記
憶
〉
の
物
語
│
│
夏
目
漱
石
『
文
鳥
』
論
」（「
日
本
文
学
」

二
〇
一
二
）
等
。

⑵

小
森
陽
一
『
漱
石
の
女
性
像
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
）

│
６
│



中
国
に
お
け
る
夏
目
漱
石
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
の
受
容
研
究

│
時
空
を
超
え
た
「
見
る
」
と
「
見
ら
れ
る
」
│

西
安
交
通
大
学
大
学
院

張

倩

『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
は
夏
目
漱
石
が
一
九
〇
九
年
に
、
旧
満
洲
を
旅
し
た
こ
と
を
書
い
た
紀
行
文
で
あ
る
。
中
国
語

に
翻
訳
さ
れ
て
か
ら
、
今
で
も
中
国
の
読
者
に
読
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
二
回
の
異
文
化
間
の
「
見
る
」
と

「
見
ら
れ
る
」
│
│
日
本
作
家
で
あ
る
漱
石
が
清
末
を
「
見
る
」
こ
と
と
、
中
国
の
読
者
が
漱
石
の
描
い
た
清
末
と
そ
の

「
見
」
を
見
る
こ
と
│
│
を
含
ん
で
い
る
た
め
、『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
の
中
国
で
の
受
容
は
、
異
文
化
の
理
解
に
関
わ
る

特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
、
作
品
あ
る
い
は
漱
石
の
異
文
化
体
験
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多
く
、
読
者
の
受
容

を
無
視
し
て
い
る
。
本
稿
は
異
文
化
の
理
解
を
研
究
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
し
て
、「
豆
瓣
ネ
ッ
ト
」（
中
国
で
最
も
大
き

な
書
評
ネ
ッ
ト
）
に
お
い
て
、『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
に
関
す
る
読
者
の
コ
メ
ン
ト
を
分
析
し
、
作
品
の
受
容
状
況
を
把

握
し
た
上
に
、
異
文
化
に
関
わ
る
文
学
作
品
を
理
解
す
る
に
は
、
異
文
化
の
理
解
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

「
異
文
化
の
理
解
」
と
い
う
の
は
、
複
数
の
文
化
が
共
存
す
る
場
合
、「
違
っ
た
も
の
を
認
め
と
い
う
、
違
い
に
敬
意
を
払

い
つ
つ
、
そ
の
違
い
を
共
感
す
る
」（
鈴
木
雅
光
「
異
文
化
の
理
解
」、
二
〇
〇
五
年
）
こ
と
で
あ
る
。
異
文
化
に
対
す
る
認

識
主
体
の
姿
勢
は
、
異
文
化
を
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。Jean

Piaget

は
、
人
は
自
分
の
認
知
枠
組
み
を
逸
す

る
も
の
や
、
内
的
期
待
と
異
な
る
考
え
に
出
会
う
と
、
自
分
の
主
張
を
固
持
す
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（Jean

Piaget:Epistem
ologicalStudies

in
G

enetic
Psychology,1970

）。
即
ち
、
読
者
の
固
有
認
識
は
、
異
文
化
の
理
解
を
邪

魔
す
る
。
そ
し
て
、
個
人
的
記
憶
に
比
べ
、
集
合
的
記
憶
は
、
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。
そ
れ
は
、
超
時
空
的
な
特
性
を
持
ち
、
常
に
異
な
る
時
空
で
活
性
化
さ
れ
、
個
人
の
認
知
に
長
期
的
に
影
響
を
与

え
る
。（
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
エ
ラ
ル
「
集
合
的
記
憶
と
想
起
文
化
」
二
〇
二
二
年
）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
ア
ス
ト
リ
ッ
ド

・
エ
ラ
ル
の
記
憶
理
論
に
基
づ
き
、
読
者
の
コ
メ
ン
ト
に
含
ま
れ
る
「
見
る
」
姿
勢
を
考
察
し
、
集
合
的
記
憶
と
個
人
的
記

憶
が
ど
の
よ
う
に
読
者
の
異
文
化
理
解
に
影
響
す
る
か
を
検
討
し
た
い
。

中
国
研
究
者
の
中
に
、「
漱
石
が
清
末
を
見
る
」
と
い
う
の
は
、
漱
石
が
表
の
「
不
潔
」
と
「
混
乱
」
だ
け
を
見
、
中
国

民
衆
の
苦
し
み
を
引
き
起
こ
し
た
清
朝
政
府
の
堕
落
を
見
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
不
完
全
な
異
文
化
体
験
だ
と
主
張
す
る
人

が
い
る
。
し
か
し
、
中
国
の
読
者
は
「
漱
石
の
見
る
こ
と
」
を
見
る
と
、
集
合
的
記
憶
を
活
性
化
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
コ
メ
ン

ト
に
影
響
を
与
え
る
。
多
く
の
コ
メ
ン
ト
は
、
漱
石
の
残
酷
さ
や
無
同
情
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
晩
清
に
生
き
る
民
衆
に

対
す
る
同
情
や
、
清
朝
政
府
の
無
能
へ
の
憎
し
み
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。
現
在
の
中
国
の
衛
生
状
況
が
ま
だ
日
本
に
及

ば
な
い
と
連
想
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
中
国
の
読
者
は
異
な
る
時
空
│
│
近
代
清
末
の
歴
史
及
び
今
ま
で
の
中

日
関
係
を
め
ぐ
る
集
合
的
記
憶
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
集
合
的
記
憶
は
民
族
意
識
や
愛
国
心
を

催
し
、
コ
メ
ン
ト
を
一
致
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
が
、
個
人
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
個
人
的
記
憶
は
コ
メ
ン
ト
の
視
点
を
多
様
化

さ
せ
る
。
が
、
こ
れ
ら
の
記
憶
に
は
否
定
的
な
も
の
が
多
い
た
め
、
中
国
の
読
者
は
文
化
的
な
違
い
に
直
面
す
る
と
、
否
定

的
な
コ
メ
ン
ト
を
多
く
出
し
た
。
こ
れ
は
、
読
者
が
著
者
の
複
数
の
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
通
じ
て
、
テ
キ
ス
ト

で
表
現
さ
れ
た
複
雑
な
感
情
を
理
解
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。

文
学
の
創
作
と
読
解
に
は
、
作
者
と
読
者
の
主
観
性
を
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
異
文
化
を
完
全
に
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
本
発
表
は
、
文
化
間
の
対
話
を
主
張
す
る
空
間
哲
学
を
活
用
し
、
文
化
間
の
対
話
空
間
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
読
者
が
異
文
化
を
含
む
文
学
作
品
を
読
む
際
に
、
ど
の
よ
う
に
異
文
化
を
理
解
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。│

７
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谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
に
お
け
る
反
漱
石
の
志
向

│
「
悪
魔
」「
悪
魔
（
続
編
）」
を
補
助
線
と
し
て
│

愛
知
県
立
津
島
東
高
等
学
校
教
諭

福
田

博
則

谷
崎
潤
一
郎
の
小
説
「
羹
」
は
、
明
治
四
十
五
年
七
月
か
ら
大
正
元
年
の
十
一
月
に
わ
た
っ
て
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
掲

載
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
短
編
を
中
心
に
執
筆
を
し
て
き
た
谷
崎
に
と
っ
て
、
初
の
長
編
小
説
で
あ
っ
た
。

谷
崎
は
「
羹
」
連
載
開
始
直
前
の
明
治
四
十
五
年
二
月
に
、『
中
央
公
論
』
に
小
説
「
悪
魔
」
を
掲
載
し
、
物
議
を
か
も

し
て
い
る
。
明
治
四
十
五
年
七
月
八
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
で
は
「『
羹
』
前
書
き
」
と
し
て
「
◎
「
悪
魔
」
を
書
い
た

ら
、
穢
い
と
云
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
。
耽
美
派
の
一
人
な
る
が
故
に
、
き
れ
い
な
小
説
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、
私
は

「
耽
美
派
」
と
云
ふ
称
呼
を
呪
ひ
た
く
思
ふ
。
◎
「
羹
」
と
去
ふ
字
は
耽
美
派
の
美
の
字
に
恰
好
が
似
て
居
る
。
け
れ
ど
も

そ
ん
な
き
れ
い
な
小
記
を
書
く
つ
も
り
で
は
な
い
。」
と
、「
羹
」
連
載
に
当
た
っ
て
の
決
意
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

意
気
込
み
と
は
裏
腹
に
、「
羹
」
は
新
聞
連
載
の
間
に
は
完
結
せ
ず
、
大
正
元
年
十
一
月
十
九
日
で
一
度
終
わ
っ
た
。
こ
こ

で
谷
崎
は
「
此
処
で
一
と
区
り
付
け
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
い
づ
れ
来
年
の
春
頃
か
ら
再
び
稿
を
継
ぐ
事
に
す
る
。」「
後
書
」

で
述
べ
、「
羹
」
完
結
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
大
正
七
年
の
春
陽
堂
版
の
単
行
本
で
、
二
章
が
書
き
足

さ
れ
た
の
み
で
完
結
し
て
し
ま
っ
た
。

谷
崎
の
文
学
的
出
発
は
、
夏
目
漱
石
へ
の
対
抗
で
あ
っ
た
。
第
二
次
『
新
思
潮
』
の
創
刊
号
に
「『
門
』
を
評
す
」
と
い

う
論
文
を
掲
載
し
、
漱
石
の
作
品
を
「
拵
え
も
の
」
と
断
じ
て
い
る
。
そ
の
後
も
漱
石
没
後
の
大
正
九
年
に
は
「
芸
術
家
一

家
言
」
に
お
い
て
「
明
暗
」
を
激
し
く
批
判
し
、「
そ
の
組
み
立
て
が
う
そ
の
組
み
立
て
ゞ
で
あ
つ
て
、
其
処
に
は
た
ゞ
作

者
の
巧
慧
な
る
理
智
の
働
き
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。」
と
断
じ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
谷
崎
に
と
っ
て
、「
羹
」
は
、
自
身
の

作
家
的
立
場
、
反
漱
石
の
立
場
を
明
確
に
す
る
も
の
の
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
嚆
矢
と
な
る
べ
き
作
品
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
実
際
は
、
新
聞
連
載
の
後
に
短
い
章
が
付
記
さ
れ
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
を
、「
羹
」

連
載
終
了
直
後
に
書
か
れ
た
小
説
「
悪
魔
（
続
編
）」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
話
題
を
呼
ん
だ
「
悪
魔
」

だ
が
、
実
は
続
き
と
目
さ
れ
る
「
悪
魔
（
続
編
）」
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
品
上
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
話
題
に
な
っ
た
、
女
の
鼻
水
を
舐
め
る
部
分
は
「
羹
」
の
直
後
に
執
筆
さ
れ
た
「
悪
魔

（
続
編
）」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
悪
魔
」
及
び
「
悪
魔
（
続
編
）」
は
、「
…
…
女
と
云
ふ
奴
は
、
み
ん
な
か

う
云
ふ
風
に
し
て
、
男
を
片
つ
端
か
ら
腐
ら
せ
る
ん
だ
。」
（「
悪
魔
（
続
編
）」）
と
い
う
佐
伯
の
台
詞
に
集
約
さ
れ
る
よ
う

に
、「
堕
落
」
を
描
い
た
作
品
と
し
て
中
途
か
ら
変
更
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
谷
崎
が
実
は
「
羹
」
で
当
初
書
こ
う
と

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
堕
落
」
を
描
く
こ
と
を
通
じ
て
谷
崎
は
漱
石
に
対
抗
す
る
と
い
う
自
身
の
方
向
性
を

実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
は
谷
崎
の
こ
の
方
向
性
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
夏
目
漱
石
に

対
抗
し
よ
う
と
し
た
谷
崎
の
文
学
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
、「
羹
」
と
い
う
作
品
に
一
定
の
評
価
を
与
え
て
み
た
い
と
考
え

る
。

│
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
特
集
「
二
一
世
紀
と
夏
目
漱
石
」
第
三
部
）

夏
目
漱
石
と
「
左
国
史
漢
」

久
留
米
大
学

藤
本

晃
嗣

夏
目
漱
石
は
、
自
ら
を
「
中
途
半
端
の
教
育
を
受
け
た
海
陸
両
棲
動
物
の
や
う
な
怪
し
げ
な
も
の
」（「
文
芸
と
道
徳
」）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
幼
少
期
に
漢
籍
を
好
ん
で
読
み
、
漢
学
塾
へ
も
通
っ
た
一
方
で
、
大
学
で
英
文
学
を
専
攻
し
イ
ギ

リ
ス
に
留
学
し
て
お
り
、
漢
学
と
英
文
学
の
両
方
を
学
び
、
両
者
に
精
通
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
養
の
あ
り

方
は
漱
石
の
文
学
観
の
基
盤
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
『
文
学
論
』
の
序
文
に
お
け
る
「
漢
学
に
所
謂
文

学
」
と
「
英
語
に
所
謂
文
学
」
と
の
差
異
と
い
う
問
題
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
の
代
表
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
の
が
、「
文
学
は
斯
く
の
如
き
者
な
り
と
の
定
義
を
漠
然
と
冥
々
裏
に
左
国
史
漢
よ
り
得
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
「
左
国

史
漢
」
な
の
で
あ
る
。

「
左
国
史
漢
」
と
は
、「
春
秋
左
氏
伝
」「
国
語
」「
史
記
」「
漢
書
」
と
い
う
古
代
中
国
の
四
つ
の
歴
史
書
を
ま
と
め
た
呼

称
で
あ
り
、
時
に
広
く
中
国
の
古
典
籍
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
左
国
史
漢
」
に
代
表
さ
れ
る
漢
学

に
基
づ
く
知
が
漱
石
文
学
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
英
文
学
を
は
じ
め
と
し
た
西
洋
的
な
知
と
の
研
究
の
厚

み
に
比
べ
て
乏
し
く
、
特
に
漱
石
の
文
学
観
や
文
学
理
論
に
お
い
て
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。『
文
学
論
』
な
ど
漱
石
の

文
学
理
論
に
関
わ
る
著
作
で
分
析
の
材
料
と
さ
れ
る
も
の
の
多
く
は
西
洋
文
学
の
作
品
で
あ
り
、
ま
た
参
考
に
さ
れ
た
理
論

も
西
洋
由
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
漱
石
の
文
学
観
の
研
究
は
西
洋
文
学
・
思
想
の
影
響
を
考
察
す
る

こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
漢
学
に
つ
い
て
は
英
語
に
も
と
づ
く
「Literature

」
と
い
う
「
文
学
」
概
念
を
相
対
化
す
る
た
め

に
「
漢
学
に
所
謂
文
学
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、「
左
国
史
漢
」
や
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と

さ
れ
る
「
文
学
は
斯
く
の
如
き
者
な
り
と
の
定
義
」
が
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
言
え

る
。そ

も
そ
も
「
文
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
例
え
ば
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』「
初
編
」
で
の
「
学
問
と
は
、
唯
む
づ
か

し
き
字
を
知
り
、
解
し
難
き
古
文
を
読
み
、
和
歌
を
楽
み
、
詩
を
作
る
な
ど
、
世
上
に
実
の
な
き
文
学
を
云
ふ
に
あ
ら
ず
」

な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
問
を
広
く
覆
う
概
念
で
も
あ
っ
た
。『
文
学
論
』
に
お
け
る
「
左
国
史
漢
」
を
代
表
と
し
た

「
漢
学
に
所
謂
文
学
」
に
つ
い
て
、「「
漢
学
」
に
お
け
る
「
文
学
」
と
は
、
物
語
で
も
、
詩
で
も
、
小
説
で
も
な
く
儒
学
を

中
心
と
し
た
政
治
と
道
徳
を
め
ぐ
る
思
想
表
現
で
あ
っ
た
」（
小
森
陽
一
『
漱
石
を
読
み
な
お
す
』）
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
、

英
文
学
と
は
全
く
異
質
な
も
の
と
し
て
「
漢
学
」
に
お
け
る
「
文
学
」
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。『
文
学
論
』
が
、「
根
本
的
に

文
学
と
は
如
何
な
る
も
の
ぞ
と
云
ふ
問
題
を
解
釈
せ
ん
」
と
あ
る
通
り
、
普
遍
的
な
文
学
理
論
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
政
治
と
道
徳
を
め
ぐ
る
思
想
表
現
」
と
し
て
の
「
文
学
」
も
射
程
に
入
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、「
余
は
社
会
的
に
文
学
は
如
何
な
る
必
要
が
あ
つ
て
存
在
し
、
興
隆
し
、
衰
滅
す
る
か
を
究
め
ん
と
誓

へ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
本
報
告
で
は
、
漱
石
の
文
学
観
に
お
い
て
「
左
国
史
漢
」
に
代
表
さ
れ
る
漢
学

が
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

│
９
│



「
坊
っ
ち
や
ん
」
論
考

│
中
学
校
と
師
範
学
校
、
帝
国
大
学
と
高
等
師
範
学
校
の
関
係
に
着
目
し
て
│

常
磐
会
学
園
大
学

宮
薗

美
佳

夏
目
漱
石
「
坊
っ
ち
や
ん
」
は
明
治
三
九
年
四
月
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
、
明
治
四
〇
年
一
月
『
鶉
籠
』（
春
陽

堂
）
に
収
め
ら
れ
た
作
品
で
、「
四
国
辺
の
あ
る
中
学
校
」
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

作
品
発
表
当
時
は
、
寺
崎
昌
男
が
「
一
九
〇
〇
年
前
後
と
い
う
時
期
が
、
尋
常
中
学
校
が
大
学
ま
で
の
進
学
系
統
に
お
け

る
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
果
た
し
始
め
た
時
期
で
あ
る
こ
と
、
大
学
で
は
一
八
九
三
年
に
発
足
し
た
講
座
制
に

よ
る
専
門
分
化
と
研
究
重
視
の
体
制
が
完
成
し
た
こ
と
、
そ
し
て
官
・
野
で
学
制
改
革
論
議
が
沸
騰
し
た
時
期
で
あ
る
こ
と

は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
、
前
二
者
は
尋
常
中
学
校
教
育
の
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
を
支
え
る
制
度
的
基
盤
を
提
供
し
た
。

後
者
は
帝
国
大
学
人
た
ち
の
活
動
の
舞
台
を
提
供
し
た
。」（「
三

旧
制
高
等
教
育
研
究
の
視
座
」『
近
代
日
本
に
お
け
る
知

の
配
分
と
国
民
統
合
』
寺
崎
昌
男
編
集
委
員
会

平
成
５
年
６
月

第
一
法
規
出
版
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
学
進
学
に

向
け
た
準
備
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

一
方
師
範
学
校
は
「
一
説
に
、
師
範
学
校
は
学
問
と
教
育
の
橋
渡
し
を
し
た
と
い
う
論
も
あ
る
が
、
も
と
も
と
森
に
あ
っ

て
は
、
学
問
は
帝
国
大
学
の
特
権
で
あ
っ
て
、
中
等
教
育
機
関
に
属
す
る
師
範
学
校
は
、
教
育
の
場
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な

お
か
つ
師
範
学
校
は
中
学
校
と
比
較
し
て
み
て
も
、
小
学
校
教
育
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
育
内
容
が
決
定
さ
れ
、

か
つ
そ
の
教
科
の
教
授
の
技
術
・
方
法
を
習
得
さ
せ
る
、
小
学
校
教
育
に
即
し
た
目
的
機
関
で
あ
っ
た
。」（
花
井
信
「
四

国
民
教
育
制
度
と
師
範
教
育
」
前
掲
『
近
代
日
本
に
お
け
る
知
の
配
分
と
国
民
統
合
』）
と
、
中
学
校
と
同
様
中
等
教
育
機

関
で
あ
っ
て
も
、
帝
国
大
学
を
頂
点
と
す
る
学
問
へ
の
接
続
を
目
的
と
せ
ず
、
教
育
内
容
は
小
学
校
教
育
に
依
拠
す
る
と
い

っ
た
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

加
え
て
中
学
校
教
員
養
成
に
お
い
て
も
、
帝
国
大
学
と
高
等
師
範
の
流
れ
が
あ
り
、
ど
ち
ら
が
本
流
で
あ
る
か
は
し
ば
し

ば
教
育
界
の
話
題
と
な
っ
て
い
た
（
三
好
信
浩
『
日
本
師
範
教
育
史
の
構
造
│
地
域
実
態
史
か
ら
の
解
析
』
平
成
三
年
二
月

東
洋
館
出
版
社
）
よ
う
に
両
者
の
せ
め
ぎ
合
い
が
見
ら
れ
た
。

「
坊
っ
ち
や
ん
」
に
は
「
中
学
と
師
範
と
は
ど
こ
の
県
下
で
も
犬
と
猿
の
様
に
仲
が
わ
る
い
さ
う
だ
。」
と
述
べ
ら
れ
、
実

際
に
中
学
の
生
徒
と
師
範
学
校
の
生
徒
の
喧
嘩
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
教
師
間
の
関
係
に
着
目
す
る
と
、
大
学
出
身
の
赤

シ
ャ
ツ
が
非
大
学
出
身
の
う
ら
な
り
の
間
で
マ
ド
ン
ナ
を
巡
る
せ
め
ぎ
合
い
が
描
か
れ
、
非
大
学
出
身
の
う
ら
な
り
は
マ
ド

ン
ナ
と
の
結
婚
が
叶
わ
ず
、
失
意
の
う
ち
に
延
岡
へ
の
転
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
非
大
学
出
身
者
が
大
学
出

身
者
に
抵
抗
す
る
す
べ
を
持
た
ず
駆
逐
さ
れ
る
結
末
と
も
言
え
よ
う
。

本
発
表
で
は
、
中
学
校
と
師
範
学
校
、
帝
国
大
学
と
高
等
師
範
学
校
の
関
係
に
着
目
し
、「
坊
っ
ち
や
ん
」
を
本
来
師
範

学
校
が
優
位
性
を
発
揮
で
き
る
は
ず
の
教
育
の
場
で
も
卓
越
し
た
優
位
性
を
示
し
得
な
い
、
声
に
な
ら
な
い
い
ら
だ
ち
と
諦

観
が
描
か
れ
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

│
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漱
石
後
期
作
品
か
ら
探
る
現
代
へ
の
示
唆

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

金
戸

清
高

ケ
イ
ン
ズ
は
世
界
恐
慌
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
一
九
三
〇
年
に
一
〇
〇
年
後
の
世
界
は
生
活
水
準
が
四
〜
八
倍
に
な
り
、
一

日
に
三
時
間
も
働
け
ば
生
活
に
必
要
な
も
の
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
予
言
し
た
。
現
在
の
状
況
を
み
る

と
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
確
か
に
一
九
三
〇
年
の
六
倍
以
上
に
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
先
進
国
の
労
働
時
間

は
増
え
続
け
て
い
る
。
我
々
は
未
だ
「
豊
か
な
生
活
」
を
実
感
で
き
な
い
で
い
る
。
ま
た
産
業
革
命
時
の
人
口
爆
発
以
来
増

え
続
け
た
世
界
人
口
も
二
二
世
紀
に
は
一
一
〇
億
人
で
頭
打
ち
に
な
る
と
い
う
（
国
連
人
口
推
計
二
〇
一
九
）。
つ
ま
り
大

量
生
産
・
大
量
消
費
と
い
う
経
済
成
長
が
望
め
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。「
成
長
の
臨
界
」
を
指
摘
し
た
河
野
龍

太
郎
氏
は
、
現
代
は
「
豊
か
だ
が
貧
し
い
社
会
」
で
あ
り
、
今
こ
そ
「
足
る
を
知
る
」
こ
と
が
必
要
だ
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

我
々
は
寧
ろ
物
質
で
は
な
く
〈
心
の
豊
か
さ
〉
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
多
様
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、
環
境
問
題
等
現
代
の
批
評
に
堪
え
な
い
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
二
〇
世
紀
を
生
き
、
時
代
を
見
つ
め
な
が
ら
思
索
し
書
き
続
け
た
漱
石
文
学
に
立
ち
返
る
こ
と
は
そ
れ
で
も
意
義
あ

る
こ
と
と
考
え
る
。〈
富
国
強
兵
〉〈
領
土
拡
大
〉
の
時
代
に
「
気
を
つ
け
な
い
と
あ
ぶ
な
い
」、「（
日
本
は
）
滅
び
る
ね
」

（「
三
四
郎
」
一
）
と
指
摘
し
、「
進
ん
で
止
ま
る
事
を
知
ら
な
い
科
学
は
、
か
つ
て
我
々
に
止
ま
る
事
を
許
し
て
く
れ
た
事

が
な
い
」（「
行
人
」「
塵
労
」
三
十
二
）
と
い
う
。
そ
し
て
現
代
は
、
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
（
技
術
的
特
異
点
）
が
と
り
ざ

た
さ
れ
る
中
、
生
成
型
Ａ
Ｉ
の
進
歩
が
現
代
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

「
二
一
世
紀
」
と
は
大
き
な
括
り
で
は
あ
る
が
、
漱
石
が
五
〇
年
の
生
涯
を
生
き
た
時
代
（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）
と

現
代
を
起
点
と
し
た
前
後
五
〇
年
（
一
九
七
三
〜
二
〇
二
三
、
そ
し
て
二
〇
二
三
〜
二
〇
七
三
）
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
不

思
議
な
符
牒
が
窺
え
る
。
た
と
え
ば
日
本
の
総
人
口
は
漱
石
が
生
き
た
時
代
に
三
〇
〇
〇
万
人
か
ら
五
〇
〇
〇
万
人
に
増
え

た
が
、
現
代
は
二
〇
〇
四
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
減
少
社
会
に
移
行
し
た
。
総
務
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
二
一
〇
〇
年
（
二
二
世

紀
）
に
は
明
治
期
後
半
の
レ
ベ
ル
に
な
る
と
い
う
。
一
方
平
均
寿
命
は
明
治
期
の
倍
に
な
っ
た
の
だ
が
、
労
働
人
口
、
消
費

人
口
と
も
に
減
少
し
た
時
代
に
は
こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
の
枠
組
み
で
は
進
展
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
漱
石
は
大
英
帝
国

の
繁
栄
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
日
本
の
近
代
文
明
の
皮
相
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
ま
た
、
漱
石
は
植
民
地
時
代
を
生
き
た

人
間
で
あ
っ
た
が
、
世
界
的
に
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
終
焉
が
指
摘
さ
れ
る
今
日
の
状
況
は
、
日
本
も
ま
た
例
外
で
は
な

い
。
現
代
日
本
は
周
辺
途
上
国
か
ら
「
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
」
の
精
神
を
実
質
何
も
手
放
さ
ず
継
承
し
て
い
る
と
い
う
指
摘

を
受
け
て
い
る
。
現
代
日
本
は
海
外
の
労
働
力
と
資
源
を
前
提
と
し
て
先
進
国
た
り
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
国
内
に
お

い
て
も
同
様
、
格
差
を
助
長
す
る
社
会
構
造
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

漱
石
的
主
題
を
一
言
で
い
う
な
ら
〈
存
在
の
意
味
の
探
求
〉
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
父
母
未
生
以
前
」
あ
る
い
は

「
命
根
」
と
表
現
さ
れ
る
が
、「
自
分
と
云
う
も
の
は
必
竟
何
物
」（「
門
」
十
八
）
な
の
か
、「
御
前
は
必
竟
何
を
し
に
世
の

中
に
生
れ
て
来
た
の
だ
」（「
道
草
」
九
十
七
）
と
繰
り
返
し
問
わ
れ
る
。
そ
し
て
我
々
は
ど
こ
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
、
今

回
の
発
題
は
「
彼
岸
過
迄
」
を
起
点
と
し
た
漱
石
の
後
期
作
品
を
再
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
未
来
へ
の
示

唆
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
探
り
た
い
。

│
１１
│




